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１.研究の現状と問題点 

 イヌの形態は品種によって大きく異なってい

る。中国の犬種に関する研究では、これまで、

パーカー氏らや田名部雄一氏の遺伝子工学によ

る方法が顕著な成果を上げてきた。例えば、パ

ーカー氏らは犬種がまず、「中国・日本品種」と

「その他の品種」の二群に分化したことを明ら

かにし、中国、及び、日本のイヌの固有性を指

摘している。
1）

そして田名部氏は、犬種間の遺伝

的位置関係から中国原産のペキニーズが最古の

犬種の一つであることを明らかにしている。
2）

 

しかし、品種改良の道筋を知る今一つの方法

としては、考古資料や文献資料等の分析という、

人文学からのアプローチもある。人文学の方法

には、形態変化の時期が絞れる、当時の思想や

社会状況から品種改良の目的がわかる、という

大きな利点がある。 

現在の中国古代のイヌに関する人文学的研

究は、犠牲に用いられたイヌに関するもの
  3）～5）

と漢

代の俑や画像を中心にイヌの家畜としての役割

を究明したもの
 6）～8）

の二種に大別できるが、未だイ

ヌの形態変化に着目したものはない。 

そこで本稿では考古資料や文献資料等を用

い、先史時代から宋代に至る間の、時代ごとの

イヌの大きさ、立ち耳であるか垂れ耳であるか、

短毛であるか長毛であるかといった特徴をみる

ことによって、中国におけるイヌの形態変化を

明らかにし、その上でイヌの品種改良が始まっ

た時期とその目的を探ることとした。 

 

２.品種改良の始まり 

遺跡から出土したイヌ骨によれば、中国では

新石器時代から周代にかけてのイヌの大きさに

際立った差はみられず（図１）
9）～

、
12）

報告書に記載

されている頭骨・肱骨（上腕骨）・股骨（大腿骨）

について各部位毎に長さの平均をとったところ、

頭全長が 166.7mm、肱骨長が 166.0mm、股骨長が

149.1mm となった
13）～

。
24）

これを現在の犬種と比較

すると、柴犬と同程度、或いは、一割程大きか

ったことがわかる。 

 
図１ 新石器時代～周代のイヌ骨 

 

漢代になると、猟犬・番犬・（犠）牲犬とい

った用途毎の緩やかな改良が行われていたと推

察される（図２）
25）～

。
27）

 

    

図２ 漢代のイヌ俑 



魏、晋を経て南北朝時代に入ると、出土した

イヌ俑の多くが垂れ耳となる（図３）
28）

。
29）

 

 
図３ 北朝のイヌ俑 

 

副葬品は死後の理想の生活を表現したもの

であるから、垂れ耳の価値が高かったと推察さ

れるが、体格そのものは新石器時代以降魏晋南

北朝時代に至るまで際立った変化はみられない。 

ところが唐代に入ると、それまでの中国には

みられない形態を持ったイヌが出現する。 

一つ目は、皇族である李重潤の墓に描かれた

中東原産の古代犬とされるサルーキに似た大型

犬である（図４）
30）

。
31）

 

 

図４ 李重潤墓壁画のイヌとサルーキ 

 

 二つ目は、宮廷画家周眆の『簪花仕女図』に

描かれた現在のパピヨンに似た小型犬である

（図５）。
32）

 

 

 

図５ 上：『簪花仕女図』 

    下：『簪花仕女図』のイヌとパピヨン 

               （筆者撮影） 

 

よく似たイヌは、現在のトゥルファンに位置

するシルクロード上の高昌故城に居住していた

貴族達の古墳遺跡であるアスターナの壁画にも

描かれている（図６）。
33）

 

    

図６ アスターナ壁画に描かれた童子とイヌ  

 

 このイヌは、『旧唐書・列伝・西戎・高昌』に 

  武徳（中略）七年、（高昌国王の）文泰がま

た狗の一つがいを献上してきた。狗の高さ

は六寸、長さは一尺余り、とても慧敏で、

上手に馬を曳く（真似をし）蝋燭をくわえ

てみせた（この狗は）払菻国の産であると

いう。中国に払菻狗がいるのは、これに始

まるのである。（武徳（中略）七年、文泰

又獻狗雄雌各一、高六寸、長尺餘、性甚慧、

能曳馬銜燭、云本出拂菻國。中國有拂菻狗、

自此始也。） 

とあることから、「払菻狗」であったと思われる。 

 「払菻国」とは、東ローマ帝国（首都：コン

スタンチノープル）のことであり、紀元前４世

紀ローマ帝国時代の子供の墓碑にも似たイヌが

彫られている（図７）。 

          
図７ ローマ帝国時代の墓碑に刻まれたイヌ 

（トルコ国立考古学博物館にて筆者撮影） 



 以上のことから、「払菻狗」がシルクロードを

通って中国に送られてきた贈答品であったこと

がわかる。 

そして唐代には、中国独自であり、かつ、そ

れまでの中国にはみられなかった形態を持つイ

ヌが普及していたことを示す副葬品も存在する

（図８
34）

）
～

。
36）

これらのイヌにはいずれも短吻とい

う特徴がある。 

 

三彩狗    加彩婦女俑   短毛イヌ俑 

図８ 唐代のイヌ俑 

 

 また「三彩狗」は、８世紀玄宗皇帝の時代に

軍の官吏であった韓貞という人の墓から出土し

たものであるが、こうした長毛のイヌも、唐代

以前の遺跡からは全くみつかっていない。 

韓貞の身分はあまり高いものではなく、さら

に官吏とはいえ、軍所属の彼の墓に軍用犬とは

到底思えない「三彩狗」を副葬させていること

からすれば、８世紀にはこうしたイヌ俑がかな

り普及していたものと思われる。７世紀初頭に

西域のイヌを得た唐代中国人が、犬種の驚くべ

き多様性を知って開始した犬種の改良を、８世

紀までに相当進めていたとみることができる。 

 

３. 品種改良の目的 

3.1 ステイタス・シンボル 

 宋代になると、「払菻狗」の俑は庶人の墓にも

副葬されるようになり、契丹族が興した遼（916

～1125）の宦官や軍人の墓の壁画にも描かれる

ようになった（図９）
37）～

。
39）

 

 

 

図９ 遼墓壁画のイヌ 

これらの壁画の背景はいずれも厨房のような

家の裏方であり、「払菻狗」は女性・子供・使用

人の間にさりげなく描かれているものの、『簪花

仕女図』の「払菻狗」と同様に小奇麗なリボン

を着けている。壁画を持つ墓を作れるのは富裕

層に限られており、壁画は理想の生活を表現し

たものであるから、さしたる必然性もない場所

に装飾品を着けて描かれた「払菻狗」の意義は、

ステイタス・シンボルと解するより他にない。 

これらの「払菻狗」が象徴するものは「豊かさ」

であったと思われる。 

 遼は宋から燕雲十六州を奪うことによって成

った国であるが、文化的には宋からはるかに遅

れており遼の人々もそのことを自覚していたた

め、文化レベルが宋に劣らないことを誇示した

ものとみることもできる。 

 大型犬にもステイタス・シンボル化したイヌ

は存在する。北宋河北の地主の墓に描かれたイ

ヌは、現在のアフガン・ハウンドにも似た見事

な形態をしていた（図１０）
40）

。
31）

 

 
図１０ 北宋の大型犬とアフガン・ハウンド 

 

 中国古代の王侯貴族にとっては、『史記・留侯

世家』に秦の始皇帝の宮殿について 

  沛公（漢の高祖劉邦）が秦宮に入ったとこ

ろ、宮室・帷帳・狗馬・重宝・婦女が千を

以て数えるほどだったので、沛公は内心こ

こにとどまりたいと思った。（沛公入秦宮、

宮室帷帳狗馬重寶婦女以千数、意欲留居

之。） 

とあるように、イヌとウマの収集が豪華な建築

や装飾、貴重な宝物、後宮の美女達と並ぶ最高

の贅沢とされていた。『史記』や『漢書』にはこ

れに類する記述が極めて多く、上述の始皇帝の

他、殷の紂王、斉の景公といった歴史上暴君や

暗君とされてきた君主がイヌとウマを集めてい

たとされ、こうした表現が権力者の奢侈ぶりを

批判するための典型的ロジックとなっている。 

（図１０）が示すものは、宋代には王侯貴族

でなくとも富裕ならば大型の猟犬を入手できた

か、少なくとも死後の世界で飼うべき憧れのイ



ヌとしてその存在を知っていたということであ

る。 

 

3.2 宗教的意義 

第二節でみた「三彩狗」は長毛、短吻で密度

の高い尾を持つという特徴がペキニーズと一致

している（図１１）。
34）

また、「加彩婦女俑」のイ

ヌは長毛、短吻、垂れ耳、巻き尾という特徴が

チベタン・スパニエルと酷似している（図１２）
35）

。
31）

さらに、長沙の官窯から出土したイヌは短毛、

短吻で小さな耳を持つという点がパグに似てい

る（図１３）
36）

。
41）

 

 
図１１ 「三彩狗」とペキニーズ（筆者撮影） 

 

 

図１２ 「加彩婦女俑」のイヌと 

チベタン・スパニエル 

 

 

図１３ 短毛イヌ俑とパグ 

 

ペキニーズとパグは仏教と、チベタン・スパ

ニエルはラマ教と関係が深いとされているが、

中国原産で最古の犬種の一つとされるペキニー

ズについては以下のような問題点がある。 

正史にはイヌに関する記述が多く、「犬」、

「狗」合わせて２２２０箇所存在するが、その

中に明らかにペキニーズのことを記したと思わ

れるものはない。ペキニーズの作出が相当に古

いことは冒頭に述べた田名部氏の研究結果から

明らかであるにもかかわらず、正史に記録が残

されていないのはいかなる理由によるものなの

か。 

そこでペキニーズの容貌や形態に着目する

と、それが魏晋南北朝時代以来の獣面紋や虎子

に酷似していることがわかる（図１４）
42）～

。
45）

 

 

図１４ 獣面紋（上）・虎子（下）と 

        ペキニーズ 

 

獣面は家や人を守るとされるもので瓦など

にみえ、虎子は屎瓶であるが形は瑞獣を象った

ものが多い。瑞獣は皇帝がよい政治を行った時

に天帝が喜びを表わすために出現させると考え

られていた、想像上の動物である。 

 ペキニーズにはまた、鎮墓獣や辟邪の「牙が

見える」、「舌が出ている」等の特徴もある（図

１５）
46）

。
47）

 

 

     図１５ 鎮墓獣・辟邪とペキニーズ 

 

 鎮墓獣は墓に遺体を埋葬する際に地の神を鎮

めるものである。辟邪は邪悪なものから人を守

るものであり、中国で古くから信じられていた

瑞獣である。これらは意義（働き）によって与

えられた名称であり特定の動物を指すわけでは

ないから、そのものであるかどうかの判断はシ

ンボリックな何らかの形態的特徴によって下さ

れる。それが牙や長く出た舌だったのであり、

ペキニーズにはこうした特別な動物を想起させ

る多くの特徴が備わっているのである。 



中国には古来、イヌの飼育に携わる役人がい

た。『周礼・秋官・犬人』は、祭祀用の牲犬を飼

育し、その良し悪しを判断し、各々のまつりに

相応しい牲犬を選び提供する、「犬人」という官

職の仕事内容について記したものである。唐代

にも、『旧唐書・列伝・王毛仲』に 

王毛仲は、本来高麗の人である。（中略）

玄宗皇帝のしもべとなった。（中略）毛仲

は東宮のラクダ・ウマ・タカ・イヌ等の飼

育場に通じ、幾年も経たないうちに、大将

軍になり、位階が三品ともなった。（王毛

仲、本高麗人也。（中略）因隷于玄宗。（中

略）毛仲専知東宮駝馬鷹狗等坊、未逾年、

已至大将軍、階三品矣。） 

とあることから、東宮にラクダ・ウマ・タカ・

イヌの飼育場があり、その飼育に従事した役人

のいたことがわかる。 

 正史に明記されているわけではないが、ペキ

ニーズが宮廷のみで独占的に飼育された皇帝所

有のイヌであったという点については現代の多

くの専門家の一致した見解となっている
31）41）48）

。
49）

中に

は、門外不出であって盗むと死刑に処されたと

する説さえある
31）

。
41）

ペキニーズが宮廷で作出され

たイヌで、瑞獣と見做されていたならばそれも

当然といえよう。資料に残されていない点も、

皇帝のみが所有した特別なイヌでほとんど他の

者の目に触れることがなかったためとの解釈が

可能である。 

以上のことから、これら短吻のイヌはいずれ

も宗教的意義を以て作出された犬種と考える。

イヌの形態を極端に変化させてまで架空の瑞獣

を現出させたいという古代中国人の動機は、イ

ヌの品種改良の歴史において極めて珍しいもの

といえよう。 

しかし、これらの犬種の自然分娩は困難であ

るからその改良には非常な辛苦のあったことが

予想される。おそらく、母体を犠牲にして仔犬

を取るということが頻繁に行われたのであろう。

近年、日本では異犬種の交配がブームとなって

いるが、安易な交配はこうしたイヌとヒトの苦

労を無にするものであることを強調しておきた

い。純血種に遺伝疾患が出現し易いという問題

はあるが、一方で、犬種には歴史的文化的意義

という側面もあることを述べ、異犬種交配問題

への提言としたい。 
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